　　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート①

　

· 奈良の大仏について（教科書ｐ４１を見て答えよう）

作るよう指示した人は？


作る目的は？


作るにかかった年月は？


働いた人ののべ人数は？


· 奈良時代の大規模な建設工事は大仏だけ？（資料集ｐ２２の年表を見て答えよう）

いつ？
何が作られたか？
















★問い：このような中で大仏を造るよう命じられた人々はどのような気持ちでつくったでしょう？。

自分の考え

班の意見
他の班の意見

· 資料をもとにしてもう１度自分の考えをまとめてみよう

自分の考え

メモ

　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート②
· 大化の改新とは？（６４５年）


· 「大和王権」のしくみの意味？（資料②を見て考えよう）


· 「律令国家」のしくみの意味？（資料③を見て考えよう）


★問い：「大和王権」から「律令国家」へ国のしくみを変える事で何か良い事があるのか？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· 大化の改新の目的とは？

　　　　　　　　中心の国づくりを進め、

　　　　　　　　　　　　　　　　　をしやすくしようと
　　　　　　　　　　　　　　　　　した
　　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート③
　
○大化の改新の目的は：　　　　　中心の国をつくり日本全国から　　　　　と　　　

　　　　　　　　　　　　　　　とを集めやすくすること。
· 律令国家ができるまで
メモ

★問い：なぜ律令国家（天皇中心の国家）に変えるのに長い年月がかかるのだろうか？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· 問い：いろいろあっても最終的にまとまったのはなぜだろう？
自分の考え




　　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート④
　　○律令制国家の特色は：①　　　　　中心の政治
　　　　　　　　　　　　　②全国から　　　　　や　　　　　　が　　　　　の所に集まる
　　
　　　　　　　　　　　　　③　　　　　だけに良いしくみなので力のある　　　　　が反対！
· 疑問？：本当に天皇中心の国なの？
①政治のしくみを考えよう！
（１）天皇が命令を出すとき誰がみとめないと出せないか？

（２）大事なことは誰と誰の意見が一致しないと決められないか？

②貴族・豪族の生活を考えよう！
（１）最高の貴族の年収はいくら？

（２）一番下の貴族の年収はいくら？

（３）地方の豪族（下級役人の一番上）の年収はいくら？

★貴族・豪族が豪華な暮らしができるのはなぜ？

★問い：なぜいろいろが豪族たちの反対があっても最後は「律令国家」にまとまったのか？
自分の意見

メモ

　　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑤
· 律令国家の人々はどんな身分に分かれていたか？（教科書ｐ42を見て確かめよう！）
　　　　　　　　　　　　と身分の低い　　　　　に分かれていた。
　　もっとも低い身分は　　　　　　で、持ち主の　　　　　として売買された。
· 良民はどんな暮らしをしていたのか？（資料を読んで確かめよう！）
メモ

· 問い：良民の暮らしが苦しい原因はなんだろう？
自分の考え

メモ

· どんな税や負担があったのかたしかめよう（教科書ｐ４２）（資料集ｐ30）


負担する人
何を納める（何をする）
メモ

税

















義務や負担











★問い：上の資料を参考に、もう１度上の問いにたいする自分の考えをまとめてみよう


　　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑥
· 大化の改新はどんな国を作ろうとしたのか？
　　　　　　　　を役人として、天皇中心の　　　　　　　された国家。
· 大化の改新の「薄葬令（はくそうれい）」（資料を読もう！）
メモ

★問い：大規模な墓の建設が禁止されたのに奈良時代の良民の暮らしが貧しく苦しいのはなぜだろう？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

メモ

· まとめ：日本が統一されて律令制国家ができたことで、

　　　　　　　　　　や　　　　　などの税を都に運ぶ負担が増え、都をつくったり国府や寺

　　　　　をつくるなどの　　　　　　や国を守る　　　　　が増えた。　
　　　　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑦

　　○奈良の大仏について：　　　　　　　　　　　　　　　　が人々に命じた。

　　　　　　　　　　　　　約　　　　　年の年月と、のべ　　　　　　万人の人が働いて完成。
　　○聖武天皇が大仏をつくろうと思った理由はなんだろう？（資料⑨を見て考えよう）
自分考え

メモ

★問い：聖武天皇に大仏を造りたいと思わせた原因となった出来事は何だろう？（資料⑩を参考に）
自分の意見

班の意見
他の班の意見

· どうやって人々の気持ちを大仏つくりに向けたか？（資料⑪を参考に）
メモ

· 問い：大仏をつくったことでもうかったのはだれだろう？
自分の考え

メモ

　　　＜つるばみの衣＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑧
· 律令国家の身分と負担
①律令国家の人々は、　　　　　　　と奴婢などの　　　　　　の身分があった。
②税には、口分田の稲で納める　　　　と、各地の特産物で納める　　　　、都で10日間
　の労役をするかそのかわりに布を納めるかする　　　　　がある。
③税のうち、　　　　　　　　　は都まで運ばねばならない。
④税以外には、兵士となる　　　　　と、様々な土木工事に従う　　　　　とがある。
⑤租は全ての人が納めねばならないが、これ以外の税や負担は、　　　　の成人男子が負担する。（ただし貴族も租だけ）
　★問い：庶民が「つるばみの衣」を着たいと思ったのはなぜだろう？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· 問い：律令国家ができたことは庶民にとって幸せだったのだろうか？
自分の考え

メモ

　　　　＜つるばみの衣＞まとめレポート　　　　　　　　　　　　　　　　　までに提出
　　１．聖徳太子のとりくみや大化の改新など、国のしくみをかえて律令国家にかえようという取り組みは何のためになされたのでしょう。その目的を説明しなさい。










　２．律令国家の税や負担のしくみの表を完成しましょう。

種類
負担する人
何を納める（する）
どこへ

税
eq \o(\s\up 9(そ),租)





eq \o(\s\up 9(よう),庸)





eq \o(\s\up 9(ちょう),調)




義務や負担
eq \o(\s\up 9(ぞうよう),雑徭)





eq \o(\s\up 9(へいえき),兵役)




　３．律令国家の貴族が普通の人とはちがうとても豪華な生活をすることができる理由を説明しなさい。










　４．律令国家の普通の民（eq \o(\s\up 9(りょうみん),良民)）が「つるばみの衣を着たい＝eq \o(\s\up 9(ぬひ),奴婢)になりたい」と思ったのはなぜだろう。あなたの考えをその理由もふくめて説明しなさい。














· この単元を学習してみて疑問に思ったことや、もっと知りたいことがあれが書いてください。








· この単元の学習の感想を書いてください。








１年　　組　　番　氏名　　　　　　　
知識理解
資料活用
社会的思考
総合

　　＜つるばみの衣＞まとめプリント　　　　　　　　　教科書を見てきちんとまとめましょう
　【１】大和王権と古墳文化（教科書ｐ26・27を見なさい）
・【　　　】世紀後半から【　　　】世紀はじめごろ、各地に大きな墓＝【　　　　】が作られ始めた。そして【　　　】世紀には全国に広がっていた。
　　　・こうした墓に埋葬されているのは各地の有力者＝【　　　】であり、大和（奈良県）を中心とした豪族たちが連合して【　　　　　　】をつくり、５世紀には【　　　　】から【　　　　】地方南部までを統一したと考えられている。
　　　・この大和王権の王は【　　　　】とよばれた。
　　　・豪族たちは大王から臣・連などの【　　　】をあたえられ、それぞれきまった仕事をうけもった。地方の豪族は【　　　　】としてその地方を支配するかわりに、大王に【　　　　】をおくったり、人民を大和王権の【　　　】や【　　　】につかせたりした。
注：①教科書に書かれた大和王権の姿は近畿地方（奈良・大阪・京都）だけの姿であり、大和王権は全国を統一していないとの意見もあります。
　　②この時代、日本を代表する王は北九州の大王であり、この大国のもとに、大和や吉備（瀬戸内地方）や毛野（関東地方）の大王たちが従っていたとも言われています。
　　③教科書のこの記述は奈良時代にできた大和の王が昔から日本の王だったという考えで書かれた日本書紀という歴史書をそのままうつしたものとも言われています。

　【２】聖徳太子と飛鳥文化（教科書ｐ36・37を見なさい）
　　　・日本では【　　　】世紀のはじめ、【　　　　】の豪族が反乱をおこした。大和王権はこれをしずめ、各地への直接支配を強めて行った。
　　　・593年、推古天皇が即位し、【　　　　　　】が摂政（＝天皇のかわりに政治を行う人）になり、蘇我氏と協力しながら【　　　　】を中心とする国家のしくみをととのえようとした。【　　　　　　】をさだめ、氏や姓にとらわれないで【　　　　　　　】を役人にとりたてようとした。そして【　　　　　　　　　】をつくり、豪族たちに朝廷の役人としての心得を示した。また【　　　】に小野妹子らを使いとしておくり、対等の関係をむすぼうとし、留学生や僧も同時につかわし、【　　　　　　】や【　　　　】を学ばせた。
注：①北九州の豪族の反乱は、反乱したのは大和王権のがわで、北九州の豪族こそ日本の　　　天皇だったという意見もあります。
　　②聖徳太子がやったとされていることは、すべて北九州の天皇であった、アメノタリシホコがやったことであり、聖徳太子というひともおらず、すべては日本書紀を作ったときに書かれたうそだとも言われています。

　【３】律令国家の成立（教科書ｐ38・39を見なさい）　
　　　・中国を統一した【　　　】は、対外的にも強大な力をおよぼしたので、周辺諸国は【　　　】を強化する必要にせまられた。
　　　・日本でも【　　　　　　　】や【　　　　　　】らが国家体制をととのえようと、【　　　】年、蘇我氏をたおし、【　　　】を中心とした新しい政治のしくみをつくりはじめた。
　　　・この改革を【　　　　　】といい、天皇や豪族がもっていた土地と人民を国家が支配＝【　　　　　　　　】し、地方の政治のしくみをあらため、人民に【　　　　】を分け与えて新しい税をとることとした。
　　　・高句麗を攻めあぐねた唐は、【　　　　】と連合して、高句麗とむすぶ【　　　　】を攻撃した。中大兄皇子はそれを救うため兵をおくったが、663年、【　　　　　】の戦いに敗れてしりぞいた。そして即位して【　　　　　　　】となり、改新の政治をすすめ、全国にわたって【　　　　　】をつくるなどした。
　　　・天智天皇の死後、天皇の位をめぐる争いがおき（＝【　　　　　　　】）、これに勝った天武天皇はさらに改新の政治をすすめた。
　　　・【　　　　　】年、【　　　　　　】がつくられ、政治のしくみが定められた。中央には【　　　　　】などの役所をおき、地方は【　　　・　　　　・　　　　】に分け、【　　　】は中央から派遣され、【　　　　　】【　　　　　】は豪族や有力者が任命された。
　　　・有力豪族たちは、高い位をあたえられて【　　　　　】となり、【　　】に応じた官職について、高い給与と【　　　　】をえた。【　　　　】に政治の権限をあつめ、律令をもとにして成立した国家を【　　　　　】という。
注：①大化の改新は豪族どうしの争いで、改新の政治は大和で行われたことではなく、北九州の国で行われたこととの意見もある。
　　②白村江の戦いで唐と戦い敗れたのは北九州の国であり、弱ったこの国は、701年の大宝律令の成立でつぶされ、大和の国が日本の中心となったとの意見もあります。
　　③大和の国で「天皇中心の国」へ変えようとした最初は天智天皇であり、彼の死後おきた壬申の乱は、この改心に反対する勢力と賛成する勢力の戦いだったとの意見もあります。大宝律令の成立は文字どおり日本の統一です。

　【４】奈良の都と東大寺・奈良時代の農民の生活（教科書ｐ40～43を見なさい）
　　　・律令国家の新しい都として、唐の長安にならった【　　　　　】をつくり、710年にここに移った。それから80年あまりを【　　　　　　】という。
　　　・朝廷では【　　　　】の中部や【　　　　】の南部にも国や郡を設置して勢力を広げたが、【　　　　】や【　　　　】とよばれていたこれらの地方の人々は抵抗した（＝つまりこれらの地方は日本ではなかった）。
　　　・奈良時代のなかごろ、仏教を深く信仰していた【　　　　　　】と皇后は国ごとに【　　　　　】と国分尼寺をたてさせ、都には【　　　　　】を建立した。
　　　・律令制度のもとでは人々は【　　　　　　】と身分の低い【　　　　　】とに分けられた。
　　　・６才以上の全ての人に【　　　　　】が与えられ、それに応じて収穫した稲の３％を税として納めた（＝【　　　　】）。また良民の成人男子は【　　　】（＝年に10日都で労役を行うか布をおさめる）と【　　　】（＝特産物）を都にはこんでおさめ、これ以外に【　　　　】（＝年に60日の労役）や【　　　　】（＝軍団や衛士・防人となる）の義務もあった。これらの負担は重く口分田をすてて【　　　　　　　　　　】ものもいた。
　　　・このため土地が荒れ、朝廷は743年【　　　　　　　】を出し、国司の許可をえて開墾した土地は【　　　　】することを認め、有力な【　　　】や寺社は不浪人や農民を使って開墾をすすめ、【　　　　　　　】をひろげた。
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